
日本経営倫理学会第 34 回研究発表大会 開催報告 

 

2026 年 7 月 17 日（金）～18 日（土）、一橋大学一橋講堂および中会議室において、日本

経営倫理学会（JABES）第 34 回研究発表大会を開催した。今回は 149 名と過去最高の参加

者であった。 

 

本年度の統一テーマは「経営倫理学と経営実務の融合 －学術研究の実化の探求－」であ

る。これからの時代は、理論と実務を架橋し、新たな価値を創造することが求められており、

研究成果を企業や組織で実際に使える形に落とし込む「学術研究の実化」が不可欠となって

いる。JABESと経営倫理実践研究センター（BERC）の往還を通じ、研究者と実務家による

有意義な議論の契機とすべく、1日目午後に一橋講堂において統一論題シンポジウムを開催

した。平日を選んだのは実務家の参加しやすさに配慮したためである。 

 

 

水谷賞表彰式 優秀賞（単著本の部）を受賞した山田雅穂氏 

 

シンポジウムに先立ち、髙野一彦（日本経営倫理学会会長）による開会挨拶および学会賞

表彰式が行われた。水谷賞優秀賞（単著本の部）を受賞した山田雅穂氏は受賞スピーチの中

で、故・水谷雅一先生が提唱した「経営価値 4原理システム」に触れ、人間性原理を効率性・

競争性・社会性原理とバランスよく発展させていくことの難しさと、それが真に必要とされ

る経営であるという教えを研究のベースにしたと語った。また、水谷先生の名を冠した賞の

重みを受け止め、現場の企業や社会のために役立つ研究に一層精進していく決意を述べた。 

 

 

続いて、井上泉氏（日本経営倫理学会副会長）の総合司会のもと、統一論題シンポジウム

が以下のプログラムで行われた。 



 

【統一論題シンポジウム】 

【基調講演 1】クリスティーナ・アメージャン氏（一橋大学名誉教授） 

【基調講演 2】爲房孝二氏（日本電気株式会社 執行役 Corporate SVP 兼 CRCO、BERC

理事長） 

【会員講演 1】松田千恵子氏（東京都立大学大学院経営学研究科教授） 

【会員講演 2】桑山三恵子氏（一橋大学 CFO 教育研究センター 客員研究員、BERC 上席

研究員） 

【パネル・ディスカッション】 

テーマ：「社外取締役は、経営倫理・コンプライアンス経営にどう貢献するのか」 

◆パネリスト◆ クリスティーナ・アメージャン氏、爲房孝二氏、松田千恵子氏、桑山三恵

子氏、両角晃一氏 

◆司会◆ 髙野一彦 

 

 

統一論題シンポジウム・パネルディスカッションのようす 

 

ここでは各講演の概要とパネル・ディスカッションでの議論の一部を紹介したい。 

 

基調講演 1では、クリスティーナ・アメージャン氏が「Why Boards Still Fail（なぜ取締

役会は依然として機能不全に陥るのか）」と題して報告を行った。独立社外取締役の増加と

いったガバナンスの形式の進展が、必ずしも実効性を意味しないと指摘し、効果的な取締役

会には「構成」「知識」「プロセス」の 3観点からの見直しが必要だと論じた。特に、取締役

の重要な資質として「CEO を恐れずに発言できること」や「辞任する自由があること」を

挙げ、組織文化を読み解き、弱いシグナルを検知して団結して行動を起こす重要性を強調し

た。 



 

基調講演 2では、爲房孝二氏が「執行側が社外取締役に期待すること」をテーマに講演し

た。企業のリスクを、マネージすることで新たな価値を生む「ビジネスリスク」、価値破壊

型で徹底回避すべき「コンプライアンスリスク」、そして企業の正義感が問われる「コンダ

クトリスク」に分類して整理した。その上で、執行組織にとって社外取締役は「一番近くに

いる部外者」であり、「リスクテイクの応援者」や「クライシス事態における防波堤」とし

て、監督者であると同時に良き理解者であることが期待されていると述べた。 

 

会員講演 1では、松田千恵子氏が「独立社外取締役は、経営倫理・コンプライアンス経営

にどう貢献するのか」と題して報告した。同氏は、モニタリングとアドバイザリーを二項対

立で捉えるのではなく、包摂的な視点が必要であるとし、特にリスクマネジメントや内部統

制といった「守りのガバナンス」において社外取締役が果たすべき役割の大きさを指摘した。

また、指名委員会などが直面する最大の壁である「情報の非対称性」を克服するためには、

執行側による環境整備だけでなく、監督側も自ら情報を取りに行き、チームとして動く不断

の努力が不可欠であると論じた。 

 

会員講演 2では、桑山三恵子氏が「経営倫理・コンプライアンス経営への貢献を多様な立

場から考える」と題して報告した。同氏は、外圧的な法令順守のコンプライアンスから、内

発的・自律的な「インテグリティ（組織の誠実さ）」へと概念を昇華させる重要性を説明し

た。自身の経験を踏まえ、社外取締役の立場は提案が迅速に経営に反映されるという利点が

ある一方で、現場の課題把握や末端への浸透という点では社外取締役以外の立場からの貢

献も大きいと指摘。これら両者が有機的につながり好循環を生むことが最大限の貢献につ

ながると考察し、最後にESGに「P（平和）」を加えた「ESGP」への展望も語られた。 

 

パネル・ディスカッションでは、髙野一彦の司会のもと、アメージャン氏、爲房氏、松田

氏、桑山氏に加え、両角晃一氏（東北福祉大学客員教授、元株式会社テレビ朝日常務取締役、

元株式会社東日本放送代表取締役社長）が登壇し、 「 集団浅慮』の落とし穴～  フジテレビ

問題」調査報告書から』をテーマにパネリストとしてのブリーフスピーチを行った。フジテ

レビ問題、ニデック事件を例に挙げ、経営トップの強い影響力により、経営陣が｢集団浅慮｣

状態になり問題を指摘できないといった問題提起がなされ、パネリストの間で社外取締役

のあり方に関する議論が交わされた。 

 

まず、アメージャン氏の基調講演で提起された「弱いシグナルに気づいて声を上げる（空

気を読まない）」ことの重要性と難しさについて議論された。アメージャン氏が、社外取締

役が発言しやすい環境を作る「チェアマン・オブ・ザ・ボード」のようなリーダーの必要性

を指摘したのに対し、松田氏は、異変に気づくためにはむしろ社外取締役こそが「空気を読



む」力を持ち、経営者を規律付ける強い意志が不可欠であると応じた。桑山氏からは、座席

配置を円卓にするなどの物理的な工夫が、意見の出しやすさに繋がるという示唆もあった。 

 

続いて、社外取締役による実質的な監督機能の発揮について、アメージャン氏と爲房氏か

ら、優先順位を明確にし、人権やAI といった本質的なコンダクトリスクなどに議論の焦点

を絞ることの重要性が語られた。松田氏は、まずはロジカルな経営戦略から議論を始めるこ

との有効性を指摘し、加えて後継者計画（サクセッション・プラン）の仕組みづくりと、前

提となる経営者への信頼の重要性を強調した。また、桑山氏からは、情報提供やフランクな

議論の場を作るための取締役会事務局のサポート強化が不可欠である旨が述べられた。 

 

さらに、組織文化や風土の変革について、同じく桑山氏から、トップの明確な価値観の発

信と現場との直接的なコミュニケーション（タウンミーティングなど）が増えている現状が

紹介された。爲房氏も、過去の実体験を交えながら、トップの強い覚悟と宣言が空気を劇的

に変え得ることを強調した。これに対しアメージャン氏は、意識変革だけでなく、組織図や

報酬・評価制度といった「仕組み」や「行動」を変えるアプローチも有効であると付け加え

た。 

 

シンポジウムの最後に、会場との質疑応答が行われた。企業による政治献金については、

資金の流れや寄付の使途を事業の関連性からチェックすることの重要性が松田氏から示さ

れた。また、東洋的な経営倫理の可能性や今後の日本企業の課題について、アメージャン氏

から、渋沢栄一などの思想を改めて評価することや、ルールの過剰な積み上げを避けてガバ

ナンスをシンプルにし、リスクテイクを積極的にサポートすべきであるとの提言がなされた。 

 

学術的知見と実務的視点が交錯しながら有意義な議論ができ、今後の日本企業のコーポ

レート・ガバナンスの在り方を考えるにあたって多くの示唆を得ることができた。経営倫理

実践研究センター（BERC）からも多くの参加者をお迎えし、学会と実務界の融合という本

大会の「学術研究の実化」の趣旨にふさわしい大変盛況な大会となったと思う。 

 

おわりに、第 34回研究発表大会の開催にあたって、実行委員のみなさん、本学会の役員

のみなさん、そしてBERC役員のみなさんには、開催に向けて多大な労を執って頂いた。こ

の場を借りて心からの謝意を表したい。 

 

会長・第 34回研究発表大会実行委員長 髙野一彦 

 


